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コ□ナ密閉式石油ストーブ 

取扱説明書 


正しく使ってじよラすに節約 
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1 •特にま意しでいただきたいことほミのために必ずお守りください) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品をままに正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への危害やお産への 
損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意味は巧のよラになっています。内容 
をよく理解しでから本文をお読みください。 

A 敬化 この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び死 C 、 重傷を負ラ可能性、または乂災の 
胃 D 可能性が想定されるの客を示しでいます。 

A みち この表示を無視しで、誤った取り扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や物的損害の発生が想 
し\ /±/胃\定される巧容を巧しでいます。 


絵表示の例 


A 么記音はを意を促す内容びあることを告げるちのです。 

図の申に具体のなを意の容(左図の場合は一艘的なま意 




図の申に具体のなを意巧容(左図の場合は一艘的なま意)か’描かれでいます。 

( S ) 記岩は禁止の巧為であることを告げるちのです。 

図の中やお傍に具体的な禁止内容(左図の場含はガソリン禁止)びおかれでいます。 

〇記号は行為を指示するの容を告げるちのです。 

図の中に具体的な指示内容（左図の場台は電源プラグをコンたントからあいてください） 
び摇かれでいます。 



( WARNING ) 


•カソリン厳禁 

ガソリンなど揮凳性の高い'进は、 
絡巧に使巧しないでください。 
火災の原因になります。 


•スプレー吿厳禁 

スブレー定や力たットこんろ 
巧ボンベなどを温風のあたる •けんむ； 1 

ところに放置しないでくださみ， 口 JLv N/ 
い。熱でを力びよびり、 

爆発しで危険です。 


♦給排気筒（管、ホース）外れ危険 

給が気筒（管、ホース）か夕げ I 
たまま使用しないでください 。 pUi fX 1 
外れでいると運転中に排ガスが ^ V X/ 

室内にちれで、危険巧。 心 ■ 


♦給排気筒トップには金網などは付けない 

給お瞭筒トップに肤虫よけの 
ためのを網など规3けないでく fSlif ^ \ 

ださい。給が気の妨げになり、冥 M ( X I 

常燃焼を起こし排ガスが室のに W v_y 

漏れる巧能性がありを候です。占*^ 、一 


•定期点検の実施 

定期の （2 年に1回程度）に点 誦顯 

検•整備を到だください。点 

検を受けすに長期間使巧し続け 

ると、故障や事故の原因になりバ了ァ、臂 

危険でず。点検.整備はお買い r - ' 4 1 }^ 

求めの販売店や資棺きのいる店づ^ 一 ,1 

に依頼してください。 1/ 


圓 


•巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使頂しない 
でください。巧類が落下して义 に^ 
びつき、义災の原因になりまず 。I ^ 


♦温風吹出□をふさびない 

巧類、紙などで温風吹出□やグ^^ 
空気取入□をふさがないでく けけ 

巧類、紙などでふさぐと、火た占^ 
災の原因にな0ます。 


♦給排気筒トツプ閉そく危険 

積雪びをいとさには、給排気 
筒トツプの周りび雪でふさが 
れでいないことを確認しでく ■巧&»过却 

ださい。ふさ力ぐれでいるとき 同■ド。 
は、陈雪してください。 =6を^ 

また、板などによる「雪画い J 、ド ) 

は給排気の巧げになるのでお -1 
やめください。閉そくしでい 
ると運乾申に排ガスび室内に 
ちれで、危険です。 
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•ご自身での据付け-移設工事の厳禁 

お客さまご自身による工事は危 
換です。据ほけ工事は販売店や n ク A 乂 \ 

朝弓業割こごな頼ください。__公 f fm I x I 
(スト-ブを移設させる V 、/ 
場觀同じです。） 



注意 ( CAUTION ) 


•カーテン、可燃物近接禁止 

力ーテンや燃えやすいちのをおブけないでください。 

义がか‘発をするおそれカタあります。巧燃物との離隔距離についでは 
標準据え巧け図例 （2 3ページ）を参照しでください。 
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1 •待に注意しでいただきたいこと（安全のために必ずお守りください) 



m ( CAUTION ) 


♦給油時泊乂 

給ミをは、必す消义しでからおこなつでくださし、。 
乂巧のおそれびあります。 


謙。 


•; 由漏れ確認 愈 X 

巧タンク-ゴム製送'迸管-接台部および機器などからの口油漏れびないこと^, 

を確認の上ご使巧ください。な'油が漏れでいると义災のおそれびありまず。 — 


•異常時使用禁止 

万一異常を感じたとさは、使巧しないでください。 
異常燃焼のおそれびありまず。 


参温風 I し直接あたりない 

温屈に直接長時間あたらないでください。 

低遍やけどや脱が症がになるおそれびあります。 


•高温部接触禁止 

燃お中や消义直後は、ス I -ーブ前面や枠上部前面および給排気箇トツプにまなどふれない 
でください。やけどのおそれがあります。 


♦分解修理の禁止 

故障、破損したら、使馬しないでください。 
不完をな修理は、危険です。 


•目要をかけたり、物をのせないで 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないでください。機器の故障や、やけどのおそれびありま 
す。機器の上に巧びんや水を入れたちのなどを置かないでください。かがかかると漏電や故障の 
おそれびあります。 


参改造使用の禁止 

改造しで使巧しないでください。また、ストーブや給排気筒には床暖房巧の熱交換器など 
を巧り巧けないでください。义災や排ガスび室内にちれる原因となり危険です。 


•電源コードを傷めない • ， 

電源コードに無理な力を加をたり、物をのせたりしないでください。 

また、電源プラグを抜くとぎは、コードを持つで引き抜かないでください。 

义巧や感電の原因になりまず。 


•電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラグはコンたントに僚本まで確実に差しこんでください。 \ lm \ 

また、傷んだプラグやゆるんだコン t ントは使用しないでください。义災の原因 A 鄉 y 

になります。めれたをでのおき差しはしないでください。感電の原因になります。 ク 


♦長期間使用しないときは電源プラグを抜く 

長期間使巧しないとき又は保管するときは、必す電源プラグをコンじントからおいでくだ 
さい。义災やそ想しない事故の原因になります。 


♦電源プラグのお手入れをずる 

ときどきは電源プラグを抜ぎ、ほこり及びを属物を陈去してください。 
ほこりびたまると湿気などで絶縁不良になり义災の原因になります。 
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•特に注慧しでいただきたいこと、まをのために必ずお守りください 


A ミ主意に AUTION ) 


•'灯油の保管 

な油は、义気、雨水、ごみ、高温および直射曰光を避けた場所に保管しでください。ガソリンなど 
といっしよに保管しないでください。誤って使巧すると異常燃焼や义災のおそれびあります。 

•変質な油禁止 

変質の油、不純の巧（巧れたな';由、がの混じっている灯油など）を使巧しないでください。 

_異常燃焼のおそれびありまず。_ 

♦ファンフィルタをはずしての運転禁止 

巧流巧送風機のファンフィルタをはすしたが態で運乾しまずと、カーテンなどを巻きこんで义災に 
_なるおそれびあります。またまなどふれるとけがをするおそれがあります。_ 

•給排気筒付近の可燃物近接禁止 rf 

給排気筒トップの近くに、口;巧や巧燃槪など引义のおそれのあるをの 
を置かないでください。乂災のおそれびあります。 yffij 


I 
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♦指や棒を入れないで 

温風吹出□や空気取入れ□などに指や異物を入れないでください。クガや义災の原因になります。 


§ 


♦初めてお使いになるとさのま意 

のめでお使いになるときは、麻熱塗料などが'焼き巧くまで煙と真いび出ます。しばらくの間窓をあ 
けて部屋の換気をおこなつでください。また、ル鳥やル動物などに影響する場合か’辜えられますの 
で、この間は部屋に入れないでください。 


〇 


お願い (NOT に E ) 

•機器を廃棄ずるとをの注意 

ストーブを廃棄処分するとさは、定巧面器の灯'油を 
巧きとってください。 （16 ぺージ） 

な油を入ったまま廃棄するとリサイクルの隐に思わ 
め事なになるおそれびあります。 

参な油の廃棄 

巧油の廃棄処分は、の油をお買いホめになった販売 
店にご相談ください。 


2 •使用する場所 


ストーブをををに使巧ずるためには、場所の選定力ず大のでず。 


安をに使用ずるために 


■ 



0 


E 0 


>マントルピースなどには据え巧け 
ないで < ださい。 


垂標高カリ000 m を超える高地では使巧しないで < ださい。 
(空気の濃度か’薄いため、燃焼に必愛な空気び不足します。） 



巧栗のに使用ずるために 


■ 


>冷気の入ってくるち巧、例えば窓側などに置くと、お気か’ストーブで暖められで巧流 
しまずので、効果のでず。 




i 出入□など人の通るところ肤ぶつかると危睽ですめ■で避けてくおさい^ 
参部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節を临びけましよラ。 


ストーブの前面に障害物があると、部屋の温度にむらができるばかりでなく、ぶく射熱によってストーブあ体の温 
度か’上昇しでお検でず。德巧場所には十分を意して効栗のに使巧しでください。 




















































3 •各部のさ称 































■オープンポクットの開閉 

•才ープンポクットを軽く巧しこむと、ゆっくり出できます。操が後軽く巧しちどすと□ックしで止まります。 
操作ずるときながは、閱じでご使巧ください。 


■操作音について 

♦操作ボタンを巧ずとピッと音がします。 
誤操作をずるとピツ音か’2回します。 


時計調節スイツチ 

「時計合せ J …現在時刻を合わせる 
ときに「時計合せ J 位置にします。 

「タイマーさせ J …タイマー它ツト 
時刻を合わせるとき！■タイ7—含 
せ J 位置にします。 

[通常 J …現在時刻やタイマーたツ 
卜時刻を含わせたら、通常使用中は、 
r 通常 J に必すちどしでください。 


义力調節つまみ 

义力調節つまみを r 微か J か 
ら r 大 J の間で動かし义力を 
リニアに手動調節します。 
义力調節つまみを「自動 J に 
合わせる とルームサーモ によ 
る e 動運起（室温設定ボタン 
で室温を設定）か’でぎます。 


义力調節ツマ S を r 自動 J にちわせると、インバー 
夕一燃烧となり、室温と設定温度の差に脑じで、 
白動のに火でが変化します。 


ま動乂力調節 
微かル中 大 


B 昼垣 H 


時ボタン 


時刻の「時 J を合わせる 
とさに使います。 


分ボタン 


時刻の TAJ を合わせるときに使 
います。 

時計調節スイツチの位置により、 

1回の押しの進みちび異なります。 
r 時計合せ J …1分ずつをわりま 

す 

「タイマー含せ J …5分すつ変わ 
ります。 



室温設定ボタン 


义力調節つまみを「自動 J にするとルー 
ムサーモによる室温設定 （29 〜15で、 
10で （ F 点設定）〕びできます。 

「高め J …設定温度を1ですつ上昇 
「ィまめ J •••設定温度を1でずつ低下 


じーブ運賠ボタン 


1回巧すとじーブ運転。室温び設定温度よ 
0—定温度上昇ずると消义し、一定温度低 
下すると呂動的に点义動作に入ります。 
再度巧すと、じーブ運転は輯除されます。 


タイマーたットボタン 


タイマー運乾 

運拓スイツチを「入」にし、タイマ ー fe ツトボタンを巧すことにより、タイマー表 
示ランプび点な、時刻表示にタイマーじツト時刻び継続しで表示され、タイマー運 
乾び開始されます。 

(タイマー表/示び点なしなければタイマー運輯は開始されません。） 

じツト時刻になると、タイマー表示ランプか‘消なし現を時刻か‘表示されで自動的に 
運転び開始されまず。 

タイマー運起のお除 

タイ7—運お中にちラー度、タイマー t ツトボタンを押すとタイマー運おか•辭陈さ 
れます。 





































燃料は必すな油 （ JIS 1 吾な油）を使用しで<ださい。 

参仪警告1ガソリンなど揮お性の富い;巧は、义がの原因にな0まずので絕巧に使巧し 
ないでください。 

参0^注意]変質な巧、巧れたな;巧、がの混じっているな;巧などは、絶がに使ちしない 
でください。 

•0^ 注意]な巧は、必ず义気-雨が‘ごみ-高温及び、直射曰光を避けた場前こ保管 
して < ださい。 


■: 給_油_ H 


■給巧の隙の手順とを意 

♦送'逆バルブを閱じで給ミを□ふたをはずし市販の給'ぶ器具でロミ巧を給;'をしでください。 

油量計の針び！■満 J をさしたら給油をやめでください。 

•給油□ふたを必すちとどおりに締めでください。 

♦給油の隙に、か、ごみなどを入れないよラ特にを意しでください。 

■給油□みたは、確実に締めでください。 

■こぼれたな油はよくみきとっでください。 

■燃料がれのを意と空気抜さの方法 

'泣タンクを空にしないよラにま意しでください。 

ミ巧タンクをいったん空にしますと、送油経路内に空気びたまり、正常に送油びできなくなることがありまず。このよラ 
な場合には巧の順原で空気抜さをしでください。 

1. 巧タンクに給ミをします。 

2. ストーブのゴム管□から、ゴム製送ミを管をはずします。 

3. ゴム製ち油管からミ巧び連続しで流れ出ることを確かめでからゴム製送ミ由管をちと 
どおりにス I -- ブに取り何けます。（油がこぼれないように容器を用意しでくださ 
い。） 





m 1乾開始前の準備と確認_ m 


■まを装置のじット、取扱上のま意 




巧めて使南するとさやシースンネリめには、ス1ブ正面ち下のを'油面器リたット 
レ>^\一（黒を）を左方向に止まるまで巧しでください。 

I ♦リたッドレバ--は据え巧け時やシーズン巧めに操作します。定巧面器に強い； 
i 衝撃をちえたり異常がをったときなかは、特に操作ずる必要はありません 。 i 
1 巧一、点义操お後口巧び出ずにモニターサイン E 2び表示されるよラな場合 j 
i はリたットレバーを巧しでください。 
i ほま辅がはすれ、な油びスムーズに流れまず。） 

:•リたットレバーは乱暴に扱つたり、巧したままのが態には絕瑚 I ごしないでく ; 

I I I ださし 、。11 ! 















4 •使用前の準備 


-ル'油量流出 
-巧流巧送風機まわる 


• 設定室温と部屋のが 
巧(こ脑じた义力にな 
る 

※予備燃焼後約 2.5 分間、义力は中义力になります。 


秦運起スイツチを！■入 J にしたとき、運おランプび点巧せずにタイマー表示ランプが庶口する場合は、夕<マ接 
となりますので、タイマーたツトボタンを巧しでタイマー運おを解炼してください。 

♦燃焼中に運転スイツチを押しで「消义 J にしたり、タイマーたツトボタンを巧すなどしで約1秒な上通電を止めま 
すと目動消义し、約2分間のを却の後でないと再点义できません。 


• 運粒ランプ点な 
• 設定室ミ品表示点な 
• 燃傍用送風機まわる 



5 •使用方法(使い方) 


運範開始（点义) 



タイマー 〇じ一つ谨を 


運捉スイッチを巧す 



参オープンポケット巧の义力調節つまみで r 自動運乾」と[ま動運転」か*設定できます。 

ご巧望の運お巧巧でご使巧ください。 

■义力調節 r 白動運輯 J の場さ 

r 眉動リ ちま力^^^ス||11節 II •义力調節つまみを「自動 J に合わせでください。設定室温と部屋のが巧に晒 

微かル中 大 じた乂力で燃焼します。 

ML jiiiimhiii - iiiih . j (乂力調節「ま動運輯 J (微か〜大）の場台は、义力調節つまみの設定义力で 

- ) 燃焼します。） 

♦時計合せは 10ページ 「現を時刻の調節方ま J を参照しでおこなってくださ 



1 . 時刻表示び現を時刻を表示しでいることを確認しでください。 

2. 運睹スイツチを巧しで「入 J にしでください。 

自動のに、なのように運転（予備燃焼-本燃焼）します。 

(义力調節(■寺動運乾」（微か〜大）の場さは設定室温の表示はありません。） 


■送油経路の巧をれの確認 

•油タンクやを巧管の接合部などから油ちれがないかどラか確認しでください。 

■電琴配線の確認 

参 区ま意 I 電源プラグをコンたントに巧の根巧まで確美に差しこんでください。 

参電源コードが給排気簡などの高温部にふれるおそれのないことを確認してください。 

松ち意] 巧おプラグ•コードの発親.巧义を院ぐために… 

垂電源は必す適正配線された単相10 0 V のコンむントを使巧しでください。 

♦電源コードは、途中で接続したり延長コードの使巧•他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 


知 is— 


未燃焼— 


y 動運輯；： 


















5 .使用方法 


室温の調節 (白動運嚴) 


オ_ブンポケット巧の乂力調節つまみを「自動 J に合わせると、ルームサーモによる自動運稳となり、設定室温に自動 
調節されます。 

表示部に設定室温に4で）が表示されまずのでなのよラに調節してください。 

参室温設定ボタン r 高め J を巧すたびに1で上昇します。 

(上限29で） 

参「倚め J を巧すたびに15でまでは1でずつ下か’り、15でからはい 
きなり10で （ F 点設定）となります。 

参1〇で設定の場ちはじーブ運乾表示ランプび点巧し、じーブ運起とな 
ります。 

^設定室温を15で Ui 上に上げるとたーブ運起表示ランプが消え、^ 
V 自動のに辭陈されます。 / 



巧1直す運乾 

义力調節「白動 J 運輯時に、微少、义力でち室温び設定室温より上昇する場合、設定室温より約3で上昇すると自動的に 
消义し、設定室温まで下か*ると点乂動作に入ります。これをくり返すことによりむだな部屋のあたため過ぎを防ぎます。 



参室温設定ボタンにより禹望の室温設定後、じーブ運輯ボタンを巧し 
てください。 

たーブ運転表示ランプが点巧し、じーブ運拉となります。 

•じーブ選輯ボタンを再度巧すことによりじーブ運較表示ランプび消 
え、じーフ'運起辭除となりまず。 


义力調節 (寺動調節一寺動運振) 


室温設定による自動運おの他に、义力調節つまみによる手動义力調節力す巧能です。 

巧のよラにしでください。 

垂才ープンポケット巧の义力調節つまみを I ■微か J から「大 J の間の 
ご覆望の位置に合わせでください。 

表示部の設定室温表示び消え、予備燃焼び終了すると約 2.5 分間义 
力は中乂力になり、その後は义力調節つまみの設定义力で燃焼しま 
す。 


■炎のが態 

ストーブの据え巧けや給排気筒の設置条件で、炎はさか変化します。 

♦炎のが態は、青い炎の中にいぐりかの黄をい炎(巧火)がまじつでも琴常ではありません。 

:♦おがお燃えなどをずる場合は、乂巧調節つまみをスライドさせで、炎の巧燃えのをいよラに諷寧し r くださん V 


^— 

自動 

参 

1手動义力調節 
微かル中 乂 


、 -11- 

00 ) 


ilMMIIIi" 11111111111 圓 









運おスイツチを巧しで「切 J にしでください。 

運おランプび消なします。 

燃焼室か’ち卸ずると自動のに燃焼巧送風機、巧流巧送風機び厚止し、時刻表 
示!^がのすべてのランプカ《消なします。 


参 [ A を意 I 2曰が上まをあけるなど長時間使巧しない巧をは、運稳び晃をに巧让しでから電源プラグをコ 
ンたントからないてください。 

参外出のとさは、必す運粒を厚让（消义）しでください。 

♦運賠停止を、燃焼室び冷却（ランプ類び消な）するまでは電源プラグをおかないでください。ちしおきまずと、ガ 
ラス円筒か‘くちったり、ス I -ーブの表面温度が上昇します。 _ 


K _消义後、再点义ずるときのを意 


•燃焼中に誤って電源プラグを巧いたり、運起スイッチを「の J にすると、再点义まを装置の働きで、ストーブ;びち却 
されるまでの約2分間は泻点义できません。 

ただし瞬間のな消义操作（約1秒な巧）の場合は、そのまま燃焼か’継続されまず。 

♦停電時には、必ず運転スイッチを HiOJ にしでください。 


K _ 現在時刻の調節方を m 


1. オーブンポケット巧の時計調節スイッチを「時計含せ」にします。 
はじめで使巧するときや、電源プラグを長時間巧いたときは、時刻表示 
は0 : 00を表示します。 

2. 時計調節の「時 J • 「分」ボタンを巧して現在時刻を合わせまず。 


例：午前6時15分に合わせる揚含 

①「時」ボタンを押しで"午前6 : 00"にします。 ③「分 j ボタンを押しで"午前6 :1 5" にします。 







3. 必す時計調節スイッチを r 逼常 J 位置にちどしてください。 

(時計は、時計調節スイッチを r 通常」位置にちどした時点から動き始め 
ます。） 


•必ず時計調節スイッチか’（■通常」になっていることを確認しでください。 

参30秒な巧の停電であれば、再通電をち現巧時刻を表示しますので時刻をわせの必要はありませんが、それな上の 
停電で、時刻表示び0 : 00を表示した場合は、時刻合わせをおこなってください。 











■運提時刻の含わせ方 



1. オープンポケット内の時計調節スイッチを「タイ7—合せ J にします。 

2. 時計調節の！■時 J •「分 J ボタンを巧してタイマー点义時刻を合ねせま 
す。「分 J は5分ごとに動きます。 


例：午前色時30分に合わせる場合 

① r 時 J ボタンを巧して"午前6 : 00"にします。 ③「分 J ボタンを巧しで"午前6 : 30" にします。 



これでタイマーたット時刻か‘記憶されました。 



3. 必す時計調節スイッチを r 通萬 J 位置にちどしでください。これで時刻 
表示には現を時刻か’表示されます。 


■タイ7—運輯方を 



1. 運輯スイツチを押しで「入 J にしでください。 

(燃焼かの場合はそのままです。） 

2. 運おするときのご希望の室温又は、义力に合わせでください。 


3. タイマーたツトボタンを巧しでください。 

時刻表示にタイマーたツト時刻か’表示され、タイマー表示ランプか’点な 
し、タイマー運転に入ります。 

(このとき、燃焼巧送風機が、10分間運捉しますが異常ではありません。) 


参タイマー它ツト時刻になるまでは、時刻表示にタイマーじツト時刻か’表示され続けます 
•運お中にタイマーじツトボタンをがすと、ス1-ーブは自動消义し、運輯を停止します。 

i 参タイマー運転は、運おスずツずび r 入 J I な f つでいないと運起が開始されません6 
I ♦おでかけのときのタイマー点义は避けでくだちい占 

••，一,..一—....、... -.• j 、. . . • . . ............:, 一 …三…… - -〜 一一—-^ • ■一 W '一〜-一一……*…,.<、'"、〜...、一...一 








5 .使用方法 


時計-タイマー 


■タイ7—運捉の瞧陈 




〔/Op 




時計-タイマー 


午前 

午を 


图••岡 


0タィみ- 


参タイマーじツトボタンを巧します。 

タイ7—表示ランプか‘消'灯し、時刻表示に現を時刻か’表示され、タイマー 
運輯び锅炼されます。 

参このままであれば白動のに運輯を開始します。運輯を停比する場合は、運 
起スイツチち押しで r 切」にしでください。 


■タイ7—たツト時刻•現在時刻の確認 

1. 時計調節スイッチを「時計合せ J 又は r タイマーさせ J に合わせます。 


現在時刻の確認 タイマーたット時刻の確認 

2. 現在時刻又は、タイマーじット時刻が時刻表示に表示されます。 

3. 確認後、時計調節スイッチは、必す「通常 J 位置にちどしでください。 


モニターサインについで 


ス I -ーブにトラブルび発生すると、トラブルの力巧び設定室温表示に記音表示（モニターサイン）されます。 

この場含記号表示の内容を、ストーブ左側面に印刷されたモニターサインー質表、または 19〜20ぺージ r 故障•異常 
の見分け方と処置方ま J をご覧のラえ、必要な処置をしでください。 


〈モニターサインー覧表〉 


モニター サイン 

異常が態 

モニター サイン 

異常が態 

E 1 

を 中消义 

Ed 

巧流フアン回お数窝常検出 

E 2 

不着 义 

EE 

停让時ポット異常過熱 

E 3 

巧 霞 作動 

EO 

基板温度異常 

E 4 

巧をサーモ 作動 

PI 

ポット予熱不足 

E 5 

排気管巧け検巧作動 

P 2 

ポット温度低下 

E 6 

ルームサーモ 断線 

P 3 

ポット異常過熱 

E 7 - E 9 

厚 電 

P 4 

不消义 
(消义時間び長い） 

E 8 

疑脚义 炎 

EA 

燃焼巧を風機異常検ホ 

P 5 

薑板 不良 

EC 

ルー 厶サ ーモ 短絡 



使用上の注意 


本書の f 特にま意しでいただぎたいこと、まをのために必すお守りください」の他に、巧の項目についてちを意しでく 
ださい。 

•クリーニング店、美容院などの化攀薬品を使ラところや温室、飼育室など、動植物の育成栽培に使用しないでください。 
参雷び発生したとき、雷（誘導雷）により一時的な過電旺びかかってち、過電圧防止装置び機器を保護するしくみにな 
っでいますが、大きな雷（直撃雷など）の場さは、電さ部品を損傷ずる恐れか’ありますので、電源プラグをコンじン 
卜から抜いでください。 










6 •まを装置 


このストーブには巧のようなまを装置びついでいます。 

すべでのまを装置は、異常び取り除かれでち泻度点义操作をしなければ運おは停止したままです。 


まを装置 

原因 • 作動結果 

処置ち法 I 

巧震自動消义装置 
( f 引表示） 

• 強い地震や衝撃を受けたとき 

ク 

’モニターサイン I [3 I 表示 
-白動的に消义 

• ス I -ーブの局のに異常がないか確認 
し、点义操がしでください。 

(巧震有動消义装置は作動後自動的 
にたットされまず。） 

点义まを装置 

燃焼制御装置 

(フレームロツド） 

1 lf ,， l 表示が引表示^ 

、（途中消义）（不着义）ノ 

•点火云スをしたとさ 
•途中ミ肖义をしたとま 
•がび異常にルさいとさ 

• モニターサイン If 表示または 

巧。表示 
-白動的に消义 

• 曰萬の点検-ま入れ（巧〜けページ 

参照）をしでから点义操作をしでく 
ださい。 

•なおを異常びある揚台は、お買い求 
めの販売店にご相談 < ださい。 

停電まを装置 

1 If 7该示が5表示、 

(30 秒な上）い秒な上^ 

\ 130 秒未満/ / 

♦厚電したとさ 

•電源プラグび巧けたとき 

ク 

-通電をモニターサイン I f 7 I 表示ま 
たは If 日 I 表示 
-自動的に消义 

• If 7 I の場含、時計などの它ットを 
しでから、点义操作をしてください。 

• I f 弓 I の場合、通電後点义操たをし 
でください。 

•電源プラグを確認しでください。 

過熱防止装置 

•過熱防止サーモスタツト130で 

(| f 4| 表示） 

•巧流巧送風機のファンフィルタやス 
トーブの前面びふさか> つたとさ 
• ストーブの前面に障害物などびある 
とぎ 

ク 

.モニタ—サイン I け I 表示 
-自動のに消义 

•原因を取り陈いでから点义操巧をし 
でください。 

/異常過熱防止サーモスタット：\ 
220でびが動した場合（表示部を 
消巧）は、点検•修理を依頼しで 
\<ださい。 ! 


♦停電したときの再通電後（店！]または圧互表示）点义操作をすると店互表示び出ることびありますび、これはストーブ 
の温度び一時的に上昇ずるためで、異常ではありません。4〜5分ち却した後に、点义操作をしてください。 





7 •その他の装置 


装置の名称 


再点义安を装置 


排気管抜け検知装置 
( 臣司表示） 


燃焼巧送風機異常 

検出装置 
(尼图表示） 

巧流巧送風機異常 

お出装置 
(臣互]表示） 

過電流巧止装置 
(表示部を消な） 


まをサーミスタ（薑板上：73で） 
( [ FU ] 表示） 


原因*た動結栗 


消火直を、再点义操たしたとぎ 


約2分間のち卸をでないと点义動が 
に入らない 

排気管の接続部か’はすれたとさ 
排気管抜け検巧巧リード線びはすれ 
たり、断線したとぎ 


モニター サイン I E 5 I 表示 
ス I -ーブの運乾を停止 


回転數か’異常に低下したとさ 


モニターサイン圧の表示 
ストーブの運転を停止 

◎転数カタ異常に低下したとぎ 


モニターサイン匹の表示 
ストーブの運転を厚止 

内部配線のショートにより過電流び 
流れたとき 


電流ヒューブがのれ、すべでの運転 
を停让 

巧流巧送風機のフアンフイルタやス 
トーブの前面か’/るさがったとさ 
ストーブの前面に障害物などびある 
とぎ 

ク 

モニター サイン圧互]表示 
自動的に消义 


約2分経過を、直動的に点义動 
作を開始します。 


• お排気筒および排気管の接続部に、 
はすれ-ゆるみがないか確認しでく 

ド古,'、 

• 排気管抜け挨巧巧リード線のゆるみ 
または、はずれ-のれびないか確認 
しで < ださい。 


排気□キャップ 



排気営巧け 
ぶ巧用リード線 


I 賣萬1ま下の原因を取り陈いでから点 
义操作をしでください。 

I なおち異常びある場合はお買レホめ 
の販売店にご相談くださレ 


異常低下の原因を巧り除いでから点 
义操作をしでください。 

I なおち冥萬がある場さはお買いホめ 
の販売店にご相談ください 


お買いホめの販売店に修理を依頼し 
て < ださい 


原国を取〇陈いでからな义操がをし 
でください。 

f 異常過熱防止サーモスタット：\ 
220でが巧動した場合（表示部を 
消巧）は、点検-修理を依頼して 
I ください。 / 











点検-寺入れは消义を、ポットノトナび冷却しでから、必す電源プラグをコン t ントからおいでおこなつでください。 

i を意1單気部おのか巧やホお品との交換は絶巧にしないで<ださい。 


点横、手入れの必要項 S 、 時期、方法 


■周固の可燃较 I (使用ごと） 

• I A ま意 I ストーブの同囲は、滸こ§理•掃おし、燃をやすいちのを胃かないで<ださい。 

■ほこり•ミちれ（使用ごと） 

参ほこりやちれをそのままにしでおきますと、油がしみたりしで危険です。 

ス I ブはいつち清潔にしでご使用ください。 


■油ちれ•油のたまり•油のにじみ（使用ごと） 

参置台-油タンクに'迸ちれ*油のたまりや油のにじみびないか、ときどき点横してください。 
又、給'迸の隙にこぼれた口;巧は、よ<ふきとつてください。 


春猫ちれのある場合は、お賈いずめの販壳店に修理を依頼しでくださし、。 



■ゴム製送油管の点檢 • 交換の目ま （シ-ズンの巧め） 

• L ご注意 i ゴムお送油管は、屋かで使巧しないで<ださい。 

匡がでの使用は禁止されでいます。 

参屋内でゴム製送油管を使巧しでいるときは、膨潤、収縮、変質、変形、ひび割れか’ないか確認し、欠点のあるときは 
交換しでください。 

交換の目まは、3巧に一度です。 

■油タンク （シーズンの额め、適時） 

参ミをタンク内はかやごみか’たまりやすいちのです。給'庙のとき、点検しでください。 

油タンク内の水抜さ及び掃除は、'油タンク付属の取扱説明書に従っておこなっでください。 

■給排気筒の接続部のゆるみ及びトツプの周囲（月に 1 回程度） 

♦給排気筒及び、トップの周固に障害物か’置いてないか、ときどき点検しでください。 

♦給が気筒がつまりまずと、不完を燃焼をおこします。シーズンネリめじは必ず点検し、くちび巣をつくったり異物か’入 
ったりしでいるときは、必す掃除してください。 

参給排気筒及び、排気管の接続部びはすれたり、排気管あけ検巧巧リード線びはすれたり、断線しでいないか点検しで 
ください。 

参給が気筒を一度取りはすしで、再び取り巧けるとき、排気管の接続部内部にはめこんである〇リングカタ破損しでいな 
いか確かめてください。 













8 •曰常の点お-寺入れ 


■定滿面器のストレーナの 掃陈（適時） ( お買い求めの M 離に麵しでください 。 ) 



•定;巧面器には、ごみを除くためのストレーナか’ついでいます。 

ごみがたまると、巧;巧の流れを妨げで、十分な火力び出なくなります。 
巧のよラに掃陈しでください。 


1. 油タンクの送泣バルブを閉じでください。 

2. ストーブの前板を止めているねじ （5 本）をはすし、前板の下側を引き上げで、 
前に弓 I いで取りはすしでください。 

3. 操作部をを図のよラに、①操巧部の左側をかし引き上げで、⑤ま前にまわしで、 
開いてください。定巧面器か’みえでさます。 

んストレーナの掃陈□に荷ホしなどの層紙を差しこんで、ミ由ガイドを作り、その下 
に容器を置いでストレーナの止めねじをゆるめではすしでください。 

定巧面器の巧れたななやごみかを部流れ出ます。 

5. ストレーナを取り出しで、きれいな灯巧の中ですずぎ洗いをしでください。 
(水で洗わないでください。） 


参ストレーナゴムバッキンを忘れめよラにしでください。 

•ストレーナを逆に入れないでください。また、商部（黒色）か’必す、を横に 
なるよラに取り巧けてください。 

参ストレーナの比めねじを固く締め巧けでください。 

参'ぶちれびないか確認してください。 


■ポツトバーナの掃お （適時）り3買い求めの販売店に依頼しでください。） 

• G ご注意 I 掃おは、ストーブを^义させ巧か冷がしでから、をこなつでください。 

熱いが態でおこなラとやけどのおそれびあります。 

参ポツトバーナにすすがついで炎のおび不揃いになつたときや、ポツトバーナの底にすずやカスがたまりすぎで着义びお 
そくなつたときは、巧のよラにしですすを取り陈いでください。 



1. 上面板ふたをおりはすしてください。 



2. 断熱板ふたを取りはすしでください。 


3. 燃焼筒ふた巧えを取りはずしでください。 

4. 燃焼筒みたをはすしてください。 

5. スクルトンは中ふたに取りついていまず。スクルトンをガラス円筒にあてないよラ 
にしで、取りはすしでください。 


6. 燃焼リングをフレームロツドに当でないよラにを意しで左図のち巧に燃焼リングを 
まねし、取りだしでください。 


7. ノブ J レ、点火ヒータ、点义ネット、フレーム□ッドをいためないよラに、ポット /X 
ーナ内部のすすをドライノ X — などでかき落としでから、巧で/みきとってください。 







8 •曰常の点検•ま入れ 


点検、ま入れの必要項0、時期、方法 



8. 組立での際、燃焼リングは、左図のよラに正しく確実に取り巧けでく 
ださい。 



i ♦ポットバーナ、燃焼リングを損傷したまま使巧しますと、燃焼が悪くなりまず。ドライバーなどでつついてみで巧 
びあいたり、欠けた場合は新しいをのど交換しでください。 

ポットバーナの交換は、必ずお買い求めの販売巧に依頼してぐださい。 


■巧流用送風機のフアンフイルタの掃陈（週に 1 回な上） 

♦フアンフィルタびごみやほこりで目づまりすると、送風力が弱くなり排気温度上 
昇やストーブの表面温度か’上昇する原因になります。〔週熱防止装置（過熱防止 
サーモスタット）またはまをサー=スタの働きで運転が停止する場合びありま 
す。）巧の要領でス I ブ裏面のフアンフイルタの掃陈をおこなっでください。 

1. 左図の矢がのよラにフアンフィルタを手前に引き出し、ストーブ'裏面から取り 
はずしでください。 

2. フアンフィルタに巧着したほこりを掃除機で吸い取ってください。 

3. 掃陈か>終わりましたら、ちとどおりに取り付けてください。 



参 1 A 注意 I フアンフィルタをはすしたまま運おしないで < ださい。 

巧流馬送風機のフアンフィルタをはすしたが態で運乾しますと、カーテンなどを巻きこんで义災になるおそれか’あり 
ます。またまなどをふれるとけがをするおそれびあります。 



■反射板-ガラス円筒の掃除（適時） 

♦ I ご注意 I 掃除は、ストーブをミ肖义させ巧かち却してから、むこなつで<ださい。 

熱いが態でおこなラとやけどのおそれびありまず。 

参反射板及びガラス円筒にほこりがたまりますと、反射効率か’悪くなるばかりでなく危険ですので、巧の堅領で適時掃 
除をしでほこりを取り除いてください。 



1. 前面ガードをち側の固定ばねに個）からはずし左側にまわしでください。 

2. ガラス円筒を割らないよラにを意しで、掃瞭機などで内部のほこりをきれいに 
掃踪しでください。 

3. やわらかい巧などで、反射板及びガラス円筒をきれいにおいでください。 

4. 掃除か’終わりましたら、ちとどおりにたツトしでください。 


♦前面ガードは、きちんと取り巧けてください。 


















8 •曰常の点檢•手入れ 


■ガラス巧筒內部の掃陈（適時） ( お買いずめの販売店に依頼しでください。 ) 

參 I ご注意]掃おは、ストーブを消义させ巧分冷却してから、おこなってください。 

熱い状態でおこなラとやけどのおそれびあります。 

•長期間の使用によりガラス円筒がすずけて炎び見えにくくなったときは、 16〜17ぺージ r ポットバーナの掃瞭 J の 
頂にしたがい、スケルトンをはすしでガラス円筒を掃除してください。 

;参ガラス円筒には、水をかけたり、衝撃をちえたりしないよラを意しでください。 

i 参運転中にガラスび徐々にすすけた場さは、しばらくの間（約30分間）义力を大きくずることにより、すすを孫去 ； 
i することができます。 ； 

圓点义ヒータ•点义ネット•ノ XI レの点檢(シ-ズンのネリめ)处買いホめの販売店に巧頼しでくださし、0 

参点义ヒータや点乂ネットにすすがな着しますと、巧熱び低下したり、ミ曲のひろびりび悪くなり、着义不良の原因にな 
0ます。 

•ノズルの先端にすすか‘付着しますと、異常燃焼になったり、着义不良や消义時間か’長くなる原因になります。 

シーブンのめには必す点検しでください。 

点义ヒータ、点义ネット、ノズルの点検•交換は破損のないよラにを意しでおこなラ必要びありますので、必すお買い 
求めの販壳店に依頼しで < ださい。 

■フレームロッド（燃焼制御装置）の点檢（適時) (お買い〉でめの販売風こ鶴しでくださし、。） 

•フレームロッドの巧端にすすか‘巧着したり、フレームロッドか’変おすると、誤作動の原因になります。 

すすのは着やフレーム□ッドの変おか‘ある場含は、必ずお買いホめの販売店に点検-交換を依頼しでください。 

■巧流用送風機の掃除（適時） 

•巧流用送風機ファンにごみやほこりがたまると、送風力び弱くなり、音び大きくなってくることがあります。このよ 
ラなときには、巧流巧送風機ファンのほこりを取り陈いでください。 

参ストーブ後側の巧流用送風機のファンフィルタをはずし、ブラシなどで静かにほこりを取り陈いでください。 

参掃陈終了を、ファンフィルタは必すちとどおりに取り付けでください。 

■地震などの災害び発生したとぎの点檢についで 

♦地震などの災害び発ちし、ストーブに振動や衝撃び加わったときは、運転前に必すなの点検をおこなってください。 

-給排気筒まわりのはすれ、ちれの確認 
-な油配管からのちれの確認 

点検で異常び見つかった場含は、お買い求めの販壳店に修理を依頼してください。 


9.定期点検 


長期間ご使巧になりますと、ストーフの点検力み必要です。 

2シーズンに1◎程度、シーズン終了後などに、お買いあげ店又は、修理資宿者〔(お）曰本石ミを燃焼機器保守協舍 （TE 
L 03-3499-2928) でおこなラ巧術营理講習会修了者 （5' 油機器按術管理±)など〕のいる巧などに点検依頼される 
ことをおすすめします。 







10 •が障•異常の見分け方と処置方法 



ル心ムサ^モ取が泣置が悪い 


お排気筒トップ巧靖かおおわれている 


厚電があった （1 砂が上如砂ホ滿 一 E 9 表示) 


長時間厚電が友った (30 秒なと一巨7表示) 


フレーム□ッドにすすび多量に巧着 した 


.1 給排気窗のつまり 


燃焼リングの顷り知ホげおい 


給が気筒工事不適当のため逆風現まびある 


巧流巧送風機のフアンフイルタにほこりがたまった 


給が気筒の設置が薑華通りでない。が気管が長すぎる 


定巧面器に水、ごみの目ブまり 


ゴム毁送油管に空気だまりか‘ある 


送猫バルブび閉まつでいる 


強い地麗びあった。または、ストーブに衝擊をちえた 


霉源プラク是コンたントじ差しこんでいなし V 


■次のよラな現象は故障ではありません。 

参修理を依頼される前にちラー度お確かめください。 


巧めで使活するとき、煙やにおいびでる。 

耐熱塗稱やほこ0び焼けるためです。 

しばらく窓をあけで換気をしでください。 

すぐに点义しない。 

ホ熱点义方すのため予熱時間び2分程度必要です。 

(ホ熱時間は室温によりをか変化しまず。） 

燃統開始時や消义後に「ピチピチ J といラ音がする。 

本体の部び熱によ0膨張、收縮するためです。 

点义時にボンと音力、’する。 

点义するとさにおをする着义音で、異常ではありません。 


炎び犬ぎ<ならな S 


(疑似义楚 


八が震作動) 


i しない) 


透中消火) 


詹翼 


点义時.消乂時 










































適正な位置に取りホけ直す 


おおっているちのを取り除< 


リたットし再度点火操作をする 


設定室温、時刻などをじツトし再度点火操がをする 


すすを取〇餘く販売店に修理をのおする) 


給排気筒接続部のはすれを直す 
ゆるみを直す 


ちれ力所を絡め直す娜売店に修理を巧頼ずる） 


給排気窗を掃除する 


正しく取0巧ける 


給排気筒の巧りなけを適正にする 


フアンフイルタのほこりをブラシなどで掃除する 


昼準通0に設置ずる 


送猫バルブをしめでストレーナをはすし、掃除する。溢タンクの水をあく 


ごム穀送巧菅を振る。山おになつでいる巧は平に直す 


送油バルブを開く 


18ぺージ の「地費などの災害が発生したとぎの点檢についで J の点検項目を 
確認し、運転スイッチを巧し直し再点义する 


コンたントに確実に差しこむ 


様ご相談窓□にご連絡ください。 ※設定室温表示にモニターサインび表示されます。 


停電したとぎの再お電直後（医でまたは臣互表示）点火 
操たをすると、 FF 巧表示か’出ることがある。 


冥常ではありません。 

厚電によりストーブの温度び一時的に上昇するためで、 
異萬ではありません。4〜5分ち却した後に、点义操作し 
でください。 


異常では友りません。 

巧気温が低くなると、排気ガス中に含まれでいる水分び 
凝結しで水蒸気になるためで、異常燃焼による白煙では 
ありません。 


青巧の中に黄哲いお(ホ义)か‘混じる。 

給排気筒の先端から連続的に白煙が化る。 
灯'莊きれの擦、一强炎が大きくなつて散ずる。 


室温がお S のに火が 
大きくならない 


電源び入らない 


爆発的な燃焼をする 


な油のにおいびする 


音をたでで燃える 


方ラス円筒がすすけ 
る 


黒煙を出しで燃之る 


燃焼時•その他 



















































•部品交換のしかた 


■部品交換のとさの注意 

IA 注意 I 不完をな修理、調整は危おですので、部品の交換、調整び必要の場含には、お買 
い求めの販売店交は、修理資宿者〔(財)曰本 5' ぶ燃焼機器保守綻舍でおこなラ巧術管理講習 
を修了者（石油機器巧術管理±)など）のいる販売店にご相談<ださい。 

部品交換はコ □ ナ純正部品とご指定ください。 

j 部品ご入巧の際には、コ□ナ製品取扱販売店で必すコロナ视正部品とご指定ください。 

1純圧部品ながの部品をご使巧になりまずと、性能び十みに発揮されないばかりか、ストーブを損傷したり思! 
I わめ事故の原因になります。 

消耗-劣化しやすい部品（交換が'必要な部品） 


■長時間の使馬により消耗 

-劣化しやすい部品 

■変質-不純な;'由の使巧により劣化しやずい部品 

•ポッ ト パーナ 

•点义ヒータ 

♦フレーム□ッド •ノズル 

♦燃焼リング 

参フレーム□ッド 

•電磁ポンプ 参定'油面器 

•スケルトン 

参点义ネット 



12.保管 (長期間使用しない場を) 


設置したままで保管される場合やしまわれるときは、曰常の点検•ま入れの頂を参照し、次 
の要領で保管しでください。 


1•電源プラグをコンたントから巧いでください。 

• 注意 I 設置したままで保管する場ちち必す、電源プラグはないで<ださい。 

2•油タンクの巧迪はすっかり出しでください。 

•中にが分やごみを残したままにしでおきますと、'油タンクか 11食する原因になります。 

3 •定油面器の中のな迎を抜いでください。 

4•塗装部分は、しめった巧でちれを落としでから、からぶきしでくださし、。 

5•放熱器のサビなどびあるところをペーパーで磨き「補修用の塞将 J ( sy 売） 
で塗装しでください。 

6•ファンガードのごみやほこりを取り陈いでください。 

7 •内部のごみやほこりを取り陈いでください。 


H 頃けたり、横倒しのが態では絶巧に保管しないで<ださい。 

> 「取扱説明書 J • r 工事説明書 j は大巧に保管しでください。 







































型 


個、ゴム製を巧管締巧八’ンド 2 個 


流用を風賴賣常挨お装担-まをサー=スタ 


ミ装垣-過熱防止装置 


貞乂巧期に短時間凳生) 


:を含む 


26 置）まで 


( 22 畳）まで 


FF - B 63 PRG (薑本型な FF - B 63 PR 3) 



使 巧 : 


燃料消費 S 


発熱里 
及び熱効率 


暖房出力 


熱巧を 


標準適室 


己 

巧 

大 

最 

ル 

坂 

大 

最 

ル 

最 

大 

巧 

ル 

最 

高 

巧 

低 

温暖が 1 


寒冷地 


巧源巧圧及び周波数 


定巧消費巧力 


巧な時消費電力 


おが気筒の型すの呼び 


お排気筒の呼び径 


拾が気筒の里 s 通部のな径 


排気 温度 


巧 


巧を 装 



も □□ 
標準適室は、 


ポットす-屋巧巧-強制給が気お-強制巧ミ 


電気点义巧 


• 0 ; 巧 （ J 旧 1 着な巧） 


0 . 709 L/h 


0 . 198 L/h 


26 . 260 kJ/h 熱効率 86 . 0 % 


7 , 330 kJ/h 熱効率 83 . 8 % 
6 . 28kW 


.71 kW 


86 . 0 % (目盛大のとぎ） 


83 . 8 % (目惑微かのとき） 


木舊 26 . 5m2 ( 16 置）まで.コンクリート 36 . 5m2 


木造 28 . 0m2 ( 17 畳）まで•コンクリート 43 . 0m2 


高さ 61 6mm • 屆 748mm • 离巧 472mm (置台 


30kg 


100V50/60HZ 


点义時％ 0 / 340W • 最大燃焼時 41 / 42W • 最大 600 / 600W 〇 


2 . 6W 


QU4-3 


D40 


か 75mm 


260 でな下 


5A - 10A 


巧麗白動消义装匿-点义を全装置-燃焼制御装置-厚電安き 


再点义をを装置-週電流防止装置-排気管巧け検巧装垣-燃焼巧ち圓機異萬検出装置-あ 


L 置台 1 個、給が気筒たット 1 組、歷熱お 1 個、スリーブ 1 個、本体固定を夢 
社団を人-曰本ガス扫'油機器工業ミの質定薑準によります。 


プリント配線板端さ配置因 


おお 
3 4 

黄白黄黄白ホ白 

□ □ D 

巧〇盘到 
示を示 
表表表 


マイコン 

































































14 •アフターサービス 


■保証についで 


♦この〕ロナ 5' 巧ストーブにはな証書びついでいます。 

保証書は、必ず「お買い上げ百’販売店ち J などの記入をお確かめのうえ、販壳店からお受け取りください。的容 
をよぐお読みのあと、大切に保管しでください。 

•を証期間はお買い上げ日から1巧間です。 ： 

♦巧のよラな原因による故障及び、事故につきましでは、保飄の対象になりませんのでを意しでぐださい。（詳しぐ 
は保証書をお読みください。） 

■変質な巧や不純なミをなど、またな巧ながの燃料使巧による巧障や事が。 

■誤った使巧ちをによる故障や事故。 


■修理を依頼されるときについて 


I 参 r 故障•異常の見分けちと処置ち法 J (19 ‘20ページ)にしたがってお調べください。直らないときは、ご使屏を! 
I 中止し、必す電源プラグを抜いでから、お買い上げの販売巧にご連絡ください。 j 

I •ご連絡いただきたい区)容は巧のおりでず。 ；1 

I ①品ち ⑤型葫の呼び ⑤お買い上げ日 ④が磅のが況（お来るだけ具体のに） ! 

I ♦修理に際しましでは、保註書をご提示ください。保証書の規定にしたびって、販売店が修理させでいただきます。! 
1参保証期間が過ぎでいるときは、修理すれば使巧でまる場をには、ご希望により有料で修理させでいただきまず。,! 
I 参ご不明な点や修理に関するご巧談は、お買い上げの販売店または、この取扱説明香の裏表紙に記載さ ti ている i 
I 「お客様ご相談窓口」(こお問い合わせくださし、。 I 

I ♦修理おをは、お術料-部品が-出張料などで插巧されでいます。 . ! 


■補修巧性能部品についで 

♦当なは、この製品の補修用な能部品を製驚巧ちのり後、7年保有しでいまず。 

♦補修用な能部品とは、その製晶の機能を維持ずるために必要な部品です。 

■故障•修理の隐を連絡先^ 

♦お買い上げの販売店または、こみ取扱説明書の裏表紙に記載されでいる「お客様ご相談窓 aj にご連絡ください。 


15•おそがけ•移設 

> 据そ巧け-移設工事は販売店に依頼する 


括え巧けや移設工事は販売店または、据え巧け業普に依頼し、お客様ご自身では巧わないでください。 


据えがけ場所の選定及び標準据えがけ例 


据え付けについでは、义災そ巧を例、電気設備に関ずる按術基準など法ちの基準か’あります。工事説明書（工事編）の 
「特にを意しでいただぎたいこと（安をのために必すお守りくださいりをお読みになり、販売店又は据え巧け業客とよ 
<ご相談しでください。また、「標筆据え付け例 J についでは、下図を参照しでください。 






















15 •据を巧け-移設 


標準据无なけ例 


ストーブの据え巧けは下図を満足させる位置に取り巧けでくださし、。 



参側方障害物は、両測にあっでをよいか’給排気筒と障害物、巧燃物との距離は4目 cm な上とってください。 

•前方におや建物びある場含は給排気筒巧端と前方障害物との醒離は 60 cmJ ^ 上離し、かつ上方および両側ちに気流を阻 
止する障害物がないよラにしでください。 

参給が気简下面は地面から 20 cml ^ 上離すよラにしでください。なお積雪地域では、給排気筒先端び雪でふさか’れるおそ 
れのない高さを確保しでください。 

参木造の建物で壁にメタルラス張り、ワイヤラス張り、またはを属板張りをしである場所に給が気简を通すときは、 
それらの金属部に接しないよラに電気的お縁をしでください。 

♦壁に巧をあける場含、壁の内部にある電気配線-ガス-水道の配管にあたらない場所を還んでください。 


@9 




15 •据をがけ-移設 



ストーブは必す壁面より7胡1な上ま前に出ずこと。 




参※ EP の寸法は、防义性能評定委員をにより巧接認定されたちのです。 


•マントルピースなどス I -ーフカ《囲われる場所に設置する場さの内部やその周のは、不燃な料または準不燃が料あるい 
は防熱板で化上げをおこなってください。またストーブは必す壁面より7011な上寺前に出してください。 


給排気筒を延長ずる場含の注意 


I 給排気筒を延長する場含は、 3 m 3 曲びりな下で取巧けられる場所を選定しでくださし、。 


積雪地区における注意 


•積雪の多い化ちでは、積雪時に給排気筒び雪でふさがれないよラな取な場所を選定しでください。また、風力*よどむ 
よラな場所では、排ガスを再度吸い込んで不完全燃焼を起こすことがあります。 


据えがけ後の確認 


おえ巧けび終わりましたら、ちラー度、工事説明書の「ををのために必すお守りください」をお読みになり、工事説明 
書に記載されでいるとおり据えがけられているかどラかを確認しでください。 





試運転は販売店文は据え巧け業者とごいっしょに必すおこなってください。 

■運輯準備 

参 拉ま意 I 電源プラブを〕ンじントに巧の根巧まで確実に差しこんでください。 

♦油タンクに給巧し、送油経路の空気抜きをしでください。 

参送';巧経路やストーブよりミ由ちれびないか確認しでください。 

•まを装置をじツトしでください。 

〔定;巧面器リたツトレバー（黒を）を左方向に让まるまで巧しでください。） 

参タイマー選乾になっでいませんか。 

■運黯 

1. 運転スイツチをがしで「入 J にしでください。 

♦ r ごま意 I ネリめてお使いになるときは、耐熱塗料などび焼けて煙と臭い 
びでます。窓をあけて部屋の換気をしで < ださい。 

参3〜4分間のず備燃焼び終わると本燃焼にのりかわります 


2. 異常かで j ： ければ、义力調節つまみを「微か J 〜 r 大」に設定しでください。 
参おのが態は、青い《の中にいくらかの黄色い炎（巧义）か’まじってち異常で 
はありません。 


■消义のま順 

•運起スイツチを押しで r の J にしでください。 

運乾ランプが消なします。 

燃焼室びを却すると白動のに燃焼巧送風機、巧流巧送風機か’厚止し、時刻表 
巧が外のすべてのランプび消なします。 

参正常運転しない場合は、 19〜20ペー：; f 巧障-異常の見分けちと処置 
方巧 J を参照して<ださい。 

♦長期間の保管を、再び設置する場含ち I ■試運お J の寺順にしたがい、試 
運転をおこなつでください。 

■ . — — . .... — ... . — 一. . . ...... 














修理サービスや製品についでのご相談は機種咨をご確認の上、 
お買いあげの販売店または下記のご相談窓□じご依頼ください。 


ご輯居やご贈営品などでお困0の場合は、下記のおおくの窓□にごホ目談く 
ださい。 

名称、所在地、電話番号は、変更する場合か’ありまずのでご3承ください。 


北海道地区 


東化地区 


関東地区 


信越- 
北陸地区 


東海地区 


お畿- 
四国地区 


中国地区 


九州地区 


沖縄地区 


01107002 


ホし 悔去店 
ホし幌サービスじンター 
函館営業所 
旭川営叢巧 
帯広営葉所 
訓路営業所 
化見尝業巧 


育 巧を 巧 
青巧サービスじンター 
秋巧営業巧 
秋旧サービスじンター 
M 戸尝業巧 
A 戸サービスじンター 
化前営業所 
化前サービスむンター 
盛岡営棠所 
盛脚サービスたンター 
水巧當業巧 


首都聞サービスたンター 


東 

巧 

営 

業 

立 

III 

営 

業 

千 

菊 

営 

業 

巧 

お 

営 

梁 

甲 

府 

営 

業 

が 

関 

東 

支 


さいたま営業所 
高崎當業戸斤 
ぎ都宮営業所 
义旧営業所 
水口 営業巧 
つ < ば営業所 


巧 漏 巧 店 
云あサービスむンター 
巧爲東営業所 
長辟営業巧 
化本営業所 


を お玄巧 
をおサービスたンター 
置 IU 営業巧 
福井営第巧 


ちち屋安巧 
各ち匡サービス t ンター 
静岡當棠巧 
蘇岡サービスたン ター 
岐章営業巧 
津 営業所 
沼建営業所 


大版巧 店 
大阪サービスじンター 
高化営業所 
京都営業所 
神戸営業所 
彦根営業所 
福知山営業巧 


広 夏玄巧 
広島サービスじンター 
岡山営業所 
米ろ営業巧 
徳山営業戶斤 


本れ-工場 
ホ白崎工場 
長陶工塌 


札幌巧白石区平が!通16了 S 南1 -1 9 
札賴巿白扫区ポ里3を 2 T 目 6-25 
函館巿西お巧の2 1-2 
化川市東祖 IM 南1を2 了呂 2-5 
帯広市西1日を ：] U 了目 17-1 
適11路巧巧園の 4- 17 
化見巿美ちの9- 1-30 


菁巧巧ち館1了目 12-38 
青巧帝ち館1了目 12-38 
秋田巧泉巧巧4 了目 4- 18 
秋旧巧が化 W 兰千刈 109-1 
八戸巧売巿 4 T 呂4 -7 
A 戸帝売市 4 T 目 4-7 
化前巧旧園 1-2-1 
弘前市旧凰 1-2-1 
盛岡巧巧 2-1-42 
强岡巧門 2-1-42 

與州巿化巧咳化ミ只工業団地 4 T 吕79 


仙 台ち 巧 
仙台サービスむンター 
郡山営業所 
山形営某巧 
氏の尝業戶斤 


仙台巧夏城巧区曰ノ出の1 -7-32 
能台巿宮城お区 Q ノお BJI -7-31 
卸山巧尊田 1-51-9 
山お巧お胃苗 3-6-28 
酒出巧錠の卜183，1 


東京都が区豊島 8-4-8 
東京都化区豊島 8-4-8 
東京都化区豊島 8-4-8 
立り I 巿昌松の 1-22 - 3 
化戸巿富塚新旧 95-5 
横耗巧戸塚底原宿 4 T §7-13 
山裂県巧巨摩郡昭がの西を249卜2 
さし、 たま巧化区宮原の1 -674-2 
さいたま巧化区宮原の1 -674-2 
冨崎巧問屋の西 1-3-22 
宇都宮巧架额町2313 
太旧巧富林東の2375 
水戸巧笠原の 653-2 
つくば巧谷旧部 6788-1 9 


三を巿巧淵 3-2-1 5 
S 魚巿迎淵 3-2-15 
巧爲巧聚区ミ1南 1-6-41 
長野币大豆島日312 
化あ巿爸搜大父保原7852 


をミ只巿抓西巧の 1-1-25 
をお市駅西巧の 1-1-2 目 
逗山巧西巧の 2-3-1 6 
福奸巧が巧東 1-607 


ちち屋巧熟田区松旧の1 6-1 1 
谷ち屋巿熱旧区お田の 16-1 1 
静岡巿驗巧区高が 2-15-30 
静岡巧隣巧区高松 2-1 日-30 
岐阜巿六お南 2-7-8 
津巿昌巧屋 3-29-38 
沼津巧西な路 888-1 


吹坦巧南を亞 1-8-47 

吹巧巧巧盛旧 1-8-47 

高粉巿今里の 1-8 -己 

京都巧伏房区の坦おノ J ]1 原の 70-1 

巧口巧西区巧吉 5-1 32 

彦很巿圧を寺の南化78 

福が 山 巿淸冠東面 6 S 


広島巿宏巧お区巧画 3-27-20 
に涅市を巧南区彼画 3-27-20 
樹山巿辰己 35-1 03 
米ろ巧目ス美町 235-1 
周南巧徳山まーノ巧手5631 -4 


福 岡玄巧 
福岡サービスむンター 
化な州営諾所 
鹿児盧営業所 
熊本営業所 
長崎尝業巧 
宮崎営業巧 
大分営業巧 


综昭巧语ぎ区乗比恵 2-2-40 
僖岡巧搏ぞ区東比恵 2-2-40 
化な州巿ル詹化区愛岩 2-6-4 
鹿巧島币田上 7-16-5 
熊本巿尾ノ上 1-11-12 
長崎県西彼样郡時津町ち厨郷浜迈 74-1 
宮崎市な島 3-59-2 
大分市三化 1-19-7 


巧縄営棠巧 


宜野湾雨ぎ地ミ日738 
シーサイド.バーク102 


♦アフターサービスのお問い合わせは下記へどラぞ 

コロナサービスセンター 


完。： r 携帯電話 ’PHS 等か 5 は 

ぷな 01 20 - 91 9-30 呂最寄のサービスセンター 
^ (條理受巧専用ダイヤル）へ直接おかけください。 

FAX0120-919-3S2 


化海道-青森県-秋田県-岩手県のお客様は最寄のサービス 
センターへ直接おかけください。 


で 003-0028 
〒〇03 0873 
テか n -0824 
デ 078-の61 
〒〇 80-0048 
テ 085-0038 
千 090 -0064 


テ0300946 
〒〇 30- 094目 
干010 -0917 
〒〇 10-0802 
〒〇 31- 0073 
〒〇 31- 0073 
〒〇 36-8086 
で 036-80 目6 
テの 0-0 技の 
〒〇 20-0823 
-023-0002 


デ 983-0035 
干 983-003 已 
于 963-8033 
干 990- 2423 
¥998-0103 


テり 4-0003 
T 114-0003 
テ 114-0003 
T 190-00 11 
干 270-2222 
〒245-00目3 
デ 409-38 目6 
〒331-0812 
干 331-0812 
す 370-0007 
で 321- 0933 
テ 373-0825 
干31 0-0852 
T 305-0861 


テ 456-0004 
デ 456-0004 
〒が 2-8034 
干 422-8034 
〒日00•目3目8 
干 514 0819 
テ 41 0-0303 


T 巨 L ( Cn リが 4 一〇 44 〇(代表【 
TEUO り） 879-2 12 バ巧表） 
TEL (0 1 38)48-6070 的表ミ 
TE しわ 16 が 37— 2330 的表） 
TEL の 15 己) 35-75 18 的表う 
TEL(0154)24— 419 パげ表） 
T 巨し ¢0157 方 26—21 03 ミ巧表） 


下巨 L の1 7)742— 825已(巧表） 
TEL (017)743-2971 (巧表） 
TEL (018)864-5671 (げ表） 
下巳しの1 8)864-521 9(巧表） 
TEU 01 7日に4-己289(化表） 
TEUOl 78) 斗 7-6609( げ表） 
TEUO 1 72)28-391 0(巧動 
TE し (0 1 72)26-4770( げ表） 
TEUO 1 9)622-4791 (代勤 
TE し (0 1 9)604-0281 (巧表） 
TEUOl 97に 2-41 日5(巧表） 


TEL の22に 35-3181( 巧表） 
TEL (022)783-1791 (巧表） 
TEU 024)938— 2240(巧表） 
TEU 023) 目 42— 3255(巧表） 
TEL の 234)31 -0571 (巧ち） 


T 巨 L (03)3927 — 115パ巧表） 
TEL わ3ミ3911 - 1131ミ巧表5 
TEL (03)3927-1 152けで表） 
下 EL か 42)5 1 9-5271 ミげ表ミ 
TE しく 047)312-8330( 代表5 
T 巨しか化)8己2—4008くげ表） 
TEL か 55)268- 15がげ表） 
TE し (048)6 引—1 722 ( nm ) 
TEL 048)651-123 Him ) 
TEL (027)361 -4806 ミげ表） 
TE しの2が632-曰105ミ巧表う 
TEL (0276)38-6571 くげ表） 
TE しく029口 41 -21 72《げ表 
TEL わ2が 839— 532己ミ巧表） 


〒955-0864 
〒 955-0864 
〒950-08已5 
干 381- 0022 
〒399-0033 


TEL (0256)32-2126( 巧表) 
T 巨 L ミ02己の 32-2] 22 mm 
TEL か 25)286-9 13バ巧表) 
TEL 026)221— 5…が表) 
TEL (0263)26-0051 ミげ表) 


T 920 0027 
テ 920-0027 
デ 930-098 己 
〒91 8-8237 


TE し (0 76)260 一 0567く巧表) 
TEU 076 ミ 260-0038 的表 


思臟纖ゴ歡(鶴 


TEL (052)746-6600 (j 
TEL か 52)746-6603( 化ち） 
TE しの日4た 38-0005( 巧表） 
TEL か 54)238-00 16 (巧表） 
TEL (058)268-7555 的表ミ 
TeUo 日が 234— 8471ミげ表） 
下£し(055)9目8-6210(巧表） 


デ 564-0044 
T 564 0044 
テ 760-0078 
で 6 12-84 14 
于 651-2133 
テ 522-0024 
〒が 0-0061 


T 巨 L (06)6380— 2111 くげ表) 
TEL (0656386 -日目70巧表ミ 
TEL (087)835*- 1711ミげ表^ 
T 巨 L (075) 目 43-2002 的:表) 
T 扎く 078)922-2431 (代表) 
下巨しゎ74が24—目2；39(巧表^ 
TEU 0773)22-0827( ttg ) 


ザ 731-0138 
千 731-0138 
干 700-0976 
〒683-0035 
デ 745-0882 


TEL (082)871— 3310(代表） 
TEL (082)871-331 5か^ 表） 


TEL (082 87 1-331 5(巧表) 
TE し0細243—口ら1くげ表) 
TeU 0859)33-81 57《巧表 
TE しの83 4 た 2 -5日 67 《げ表 5 


〒81 2-0007 
〒81 2-0007 
干 803-0828 
〒890-0034 
干 862-091 3 

干8日 1-2106 

千 880-0032 
デ 870-0108 


FAX (011)863-3154 
FAXtol 1)871-2000 
FAX (0138)48-6080 
FAX (0166)37-2338 
FAX (0155)35-7510 
FAX (0154)24-0451 
FAX か巧 7)26 —2107 


FAX (017)742-8275 
FAX の 17)743 —川 8 
FAX の 18)864 -日 468 
FAX (018)864-5760 
FAX の 178)4 目—4290 
FAX (0178)71-1344 
FAX (0172)28-0191 
FAX (0172)29-1133 
FAX (019)622-5244 
FAX (019)604-0283 
FAX の 197)22-4452 


FAX の 22 に 36 —8810 
FAX (022)783-1792 
FAX の 24)938—3021 
FAX (023)642"3254 
FAX (0234)31-0581 


FAX (03)3927-1160 
FAX か 3)39 の一り 30 
FAX 細 3927 —1160 
FAX (042)528-2382 
FAX (047)312-8338 
FAX か 45 ミ 852 —5540 
FAX (055)268-1569 
FAX わ 4 が 651-6370 
FAX か 48)6 已卜6370 
FAX く 027)361-9 139 
FAX り2が632-日205 
FAX か 276)38— 5508 
FAX (029)241-4268 
FAX か2が 836— 1913 


FAX の2己 6)35 —8519 
FAX (0256)32-2137 
FAX わ25)286-33。 
FAX (026)221-0039 
FAX れ 263)25-9961 


FAX (07 が260 - 0775 
FAX か7巧 260— 0738 
FAX か76ミ 444-0611 
FAX か 776)23— 0580 


FAX (052)884-6551 
FAX (052)884-6554 
FAX り 54)238 - 0006 
FAX か日4た 38— 0822 
FAX の 58)268-7550 
FAX か日9 234- 8472 
FAX ミ05が 968-621 2 


FAX の 6)63 日 6- 7262 
FAX く 06)6386-5 日88 
FAX ミ 087)83 目一0160 
FAX か75お 43-0870 
FAX (078)922-2438 
FAX か 749)26 —2116 
FAX (0773)23-7592 


FAX く 082)871—3306 
FAX (082)871-0272 
FAX か8目ミ243—7191 
FAX か8日 9)23— 0709 
FAX か834に 2— 5日89 


TE しく 092)474 —5771(代表） 
TEL (092)474-6001 (巧表） 
下巨しむ) 93) 已92—8611 mm 
TEL (099)281 -1321 くげ表) 
TEL (096)367-7361 li - tm ) 
TEU 095)882-771 0的表） 
TEL く0985に 9- 1680的表） 
TE しか 97)523 -日16パげ表） 


FAX (092)474-5775 
FAX (092)474-6414 
FAX わ93お 92- 8666 
FAX (099)281-1252 
FAX の 96)369-6323 
FAX か9己) 882-7767 
FAX か98日に日-0685 
FAX か 97)523— 5162 


で90 1-2227 TEU 09 の 897— 5677(巧表 ） FAX の 98)897— 5679 


=禁巧東新保 7-7 于 955-8 日10 TEL (0256)32-2111 (大巧表） 

才白崎巧宝町 2-58 千 945-08 17 TE しの2日 7)23-5 17己(化表） 

長岡巧下条町厦ノ满1069〒日 40-1146 TE し (0258)22— 2121(げ表） 


がぶ含社 
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